
見原市 （みはらし）は、見原県北部にある人口約190万人の市。 
同県の県庁所在地でもある。 

概要
見原県内最大の人口を抱える大都市であり、大きく分けると北部の北見原商業地域とその他の地域に広がる住宅地に分けられる。 
市内には、見原電鉄や猫宮鉄道、室滝鉄道などの各鉄道路線が乗入れているが、それらは市西部にかたよっており、長らく東部地域で
の交通は道路などに頼っている状況が放置されていた。しかし、１９９８年に開業した見原市営地下鉄見原線を皮切りに、東部地域
への地下鉄路線開業、首都地下交通局との相互直通運転が実施されはじめ、２００５年開業の国町線で地下鉄の建設はひとまず終了
したものの、現在は新交通システムによる路線の建設が一部で検討されている。 

北見原商業地域
北見原商業地域は見原電鉄北見原駅周辺を中心とした地域でありその名の通り商業が盛んである。 

交通

鉄道路線

中心となる駅　見原駅、北見原駅

見原電気鉄道

永京本線

小江津駅 - 北見原駅

北見原本線（昇日本線、願崎本線）

北見原駅 - 見原駅 - 東見原駅 - 左々ヶ西駅 - 坂夢野駅

坂院線

北見原駅 - 見原駅 - 安鞠駅 - 可井駅 - 上戸土駅

学園新町線

北見原駅 - 南見原駅 - 見原市沢駅 - 糸三駅 - 蔵入駅 - 見原秋郷駅

猫宮鉄道

猫宮本線

新見原駅 - 北見原駅

室滝鉄道

室滝線

愛河駅 - 北見原駅

見原市営地下鉄

見原線

菅原駅 - 清町駅 - 見原市役所駅 - 南本町駅 - 北見原駅 - 神前坂駅 - 西本駅 - 田浜駅 - 山旗駅 - 桐下駅

大黒線

見原駅 - 見原東町駅 - 菅原駅 - 緑川公園駅 - 仲川駅 - 尊仁寺駅 - 霧本駅 - 大黒駅

水茎線

桐下駅 - 入山駅 - 東大和町駅 - 利野駅 - 暮川駅 - 新尾駅 - 水茎駅

国町線

国町駅 - 北国町駅 - 野貝駅 - 塚沢駅 - 仲川駅 - 市花駅 - 染寺駅 - 桜大門駅 - 見原市役所駅 - 岸大津駅 - 南田浜駅 - 田浜駅
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